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【TEAP CBT 実施概要】 

項目 詳細 

試験日程 2016年10 月16 日（日）    ※2017年度は、複数回実施予定 

実施回数 2016年度は1回            ※2017年度は、複数回実施予定 

受験資格 
高校2年⽣以上  ※スコアの有効期間：スコア取得の翌年度末まで 

（取得年度および翌年度の⼤学⼊学に利⽤できます。） 

受験パターン／種類 

2016年度は以下の2パターン 

・4技能 (リーディング、リスニング、ライティング、スピーキング） 

・2技能（リーディング、リスニング） 

試験会場 2016年度は東京、大阪の 2都市  ※2017年度は、拡⼤予定 

受験料 

・4 技能（リーディング、リスニング、ライティング、スピーキング）：15,000 円 

・2 技能（リーディング、リスニング）：6,000 円 

※受験料はすべて税込 

申込方法 

TEAP と同様、インターネットによる申し込み（http://www.eiken.or.jp/teap） 

お申し込み日になりましたら、お申し込みボタンから新規登録（ID、パスワードの設定など）をして 

お申し込みください。TEAP IDをお持ちの方は、同じ IDでお申し込みができます。 

お問い合わせ 

＜電話でのお問い合わせ＞ 

英検サービスセンター（TEAP運営事務局） TEL 03-3266-6556 

※平日9:30〜17:00（祝日を除く） 

 

【TEAP CBT 問題構成】 

 試験時間 問題数 配点 解答方式 評価方法 

リーディング 約80分 50問 200点 
コンピューターによる択一選択方式 

（一部、ドラッグ／ドロップにより解答する問題を含む） 
コンピューターによる 

自動採点 
リスニング 約40分 36問 200点 コンピューターによる択一選択方式 

ライティング 約50分 5問 200点 コンピューターの解答エリアへのタイピング 認定された採点者に

よる採点 スピーキング 約30分 8問 200点 ファシリテーターとのオンライン面接方式 

全体の試験時間は約200分で、800点満点です（従来の紙のTEAPは約200分で、400点満点）。 
 

＜リーディングテスト＞ 

 問題数 問題形式 ねらい 

Part 1 20 語彙
ご い

 ⼤学⽣活や授業で必要とされるアカデミックな語彙の知識 

Part 2 

11 
大学で扱う書類やポスターなどの読解

（短い英文） 
大学生活で遭遇する短い掲示物・Eメールなどの内容理解 

４ 
大学で扱う書類やポスターなどの読解

（⻑い英⽂） 
⼤学⽣活で遭遇する⻑い掲⽰物・Eメールなどの内容理解 

Part 3 

４ 図表の読み取り 授業で扱う教材や資料・⽂献に含まれる図表の内容理解 

９ 教科書や⽂献の読解（⻑い英⽂） 授業で扱う教材や資料・⽂献の内容理解 

１ 
大学でのデータベースを想定した文献の検

索と読解 【ICT】 
複数の文献からの必要な情報の取り出し 

１ 
教科書や文献の読解（イラストとテキスト

の対応づけ）【ICT】 

授業で扱う教材や資料の情報をもとに、具体的画像（具体

例）の分類 
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＜リスニングテスト＞ 

 問題数 問題形式 ねらい 

Part 1 

12 大学での事務手続きやアナウンスの聞き取り（短い英文） 
大学生活で遭遇する短い会話・アナウンス

の内容理解 

6 ⼤学での事務⼿続きやアナウンスの聞き取り（⻑い英⽂） 
⼤学⽣活で遭遇する⻑い会話・アナウンス

の内容理解 

Part2 

11 授業やディスカッションの聞き取り（短い英文） 
短い講義やディスカッション・音声教材の内

容理解 

6 授業やディスカッションの聞き取り（⻑い英⽂） 
⻑い講義やディスカッション・音声教材の内

容理解 

1 授業の聞き取り（動画による授業）【ICT】 視覚情報をともなう講義の内容理解 

 

＜ライティングテスト＞ 

 問題数 問題形式 ねらい 

Part 1 
1 メッセージ作成課題（発信） 短いメッセージ（発信）を書く 

1 メッセージ作成課題（応答） 短いメッセージ（応答）を書く 

Part 2 1 大学での事務文書作成課題 
大学での事務的な掲示物・配布物・メールなどを読み、 

それに対して文章を書く 

Part 3 1 図表描写課題  【統合型】 図表に含まれる情報を理解して、要点を書く 

Part 4 1 要約・意⾒課題  【統合型】 
アカデミックな文章を読み、講義を聞いて、それらを要約し、 

⾃分の意⾒を書く  

 

＜スピーキングテスト＞ 

 問題数 問題形式 ねらい 

Part 1 3 質疑応答課題 自分に関する短い質問に応える 

Part 2 2 ロールプレイ課題 大学生活でよくある会話をする 

Part 3 1 
矛盾点指摘課題 

【統合型】 

⽂章を読み、それとは異なる内容を⽰すグラフ・表を⾒て、⽂章との⽭盾点を指摘

する 

Part 4 2 
要約・意⾒課題 

【統合型】 
講義を要約し、それに関連する内容に関して自分の考えを述べる  

 

 

TEAP CBTでは、従来のTEAPとは異なる特徴として、各技能の問題形式において「ICT」問題、「統合型」問題を出題します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ICT】：英語での指⽰を解釈しながらコンピュータ上で操作を⾏う 

問題を導⼊し、より⾼度な思考⼒・判断⼒・表現⼒を問う問題を出題。 

【統合型】：技能を複数組み合わせた、統合型問題の出題により、 

⼤学⼊学後に必要となる実践的な英語運⽤能⼒を測定。 

本文の情報を読み、 

画像を画面上で移動させて解答 

Reading, Listening, Writing等の 

技能を複数 組み合わせ問題 

＜出題例＞ ＜出題例＞ 
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◇ 

■TEAP および TEAP CBT について 

我が国の英語教育を取り巻く環境は、急速な変化を遂げており、大学入試においては、4技能（聞く・話す・読む・書く）をバランスよく

測定できる外部の検定試験の積極的な活用が加速しています。 
 

「TEAP」は、「大学入試を変える」をコンセプトに、英語検定事業に50年以上の実績をもつ英検協会と、外国語教育、第⼆⾔語習得

理論に知⾒をもつ上智⼤学とが、約5年の歳⽉をかけて共同開発した、⼤学で学習・研究する際に必要とされるアカデミックな場⾯での

英語運⽤能⼒をより正確に測定する試験です。2014年7⽉にはじめての実施を⾏い、一昨年度（2014年度）の総志願者数は

10,067名、昨年度（2015年度）は、13,126名となりました。 
 

「TEAP CBT」は、複数の技能を統合的に運⽤する能⼒や、実践的な英語運⽤能⼒を測定できるテストです。これまでのTEAPのコン

セプトを継承しつつ、グローバルに活動をするために必要とされる実践的な英語運⽤能⼒を複合的に測定できるテストとしての特徴を備

えています。技能を複数組み合わせた統合型問題を複数出題しており、Speaking、Writingの問題数を増やすことにより高い測定精

度を保ちつつ、広範囲の難易度の問題を出題することで、幅広い能⼒レンジの測定を⾏います。また、英語での指⽰を解釈しながら操

作を⾏うICT問題や、オンラインで実施する対面式のインタラクティブなスピーキングテストの出題が、コンピュータの導入により可能になっ

ています。 

TEAPウェブサイト： http://www.eiken.or.jp/teap/ 

 

■公益財団法人 日本英語検定協会について 

公益財団法人 日本英語検定協会は、「実用英語の普及と向上」を目的に1963年に設⽴されました。以来、実⽤英語技能検定の

実施・運営のほか、児童向けの「英検Jr.（旧・児童英検）」やビジネスパーソン向け英語能⼒テスト「BULATS（ブラッツ）」、留学・

海外移住のための英語運⽤能⼒試験である「IELTS（アイエルツ）」、さらには英語教育に関する優秀な研究企画に助成⾦を交付す

る「英検研究助成」制度など、実⽤英語の普及・向上に向けた様々な取り組みを展開しております。2012年4月、内閣府からの認定

書交付を受けて正式な団体名称を「公益財団法人 日本英語検定協会」に改めています。 

英検協会ウェブサイト：http://www.eiken.or.jp/ 
 

■上智大学について 

大学に9学部29学科、大学院に 10 研究科26専攻を擁する総合⼤学。創⽴は1913年。設⽴⺟体はカトリックイエズス会。⽇

本で最初に設⽴されたカトリック⼤学である。1549 年に布教のため来⽇した聖フランシスコ・ザビエルの「⽇本のミヤコに⼤学を」と願っ

た遺志が、20 世紀になり結実した。 以来、キリスト教の世界観に基づき、最高の教育並びに研究機関としての大学の使命を果たす

とともに、当初より多数の外国⼈教授を擁し、東⻄⽂化交流のかけ橋として、⽇本の⼤学の中では特異な発展を続けている。 カトリ

シズムの精神にのっとり、学術の中⼼として、真理を探究し、広い知識と深い専門の学芸を教授し、知的、道徳的及び応⽤的能⼒の

展開による人間形成につとめ、有能な社会の先導者を育成するとともに、文化の発展と人類の福祉に寄与することを目的としている。 

上智大学ウェブサイト： http://www.sophia.ac.jp/ 
 

■株式会社教育測定研究所について 

株式会社教育測定研究所は、「教育分野における正しい教育測定技術（Testing）の研究および、その成果である正しいテスト法

の流布・流通を通して、効果的な教育の実践、ひいては個⼈の能⼒の発展に寄与すること」を理念として2001年に設⽴されました。 

テスト理論の専門家を社内に多数擁し、2001年より⽇本初の IRT（項目応答理論）に基づく個⼈適応型CBT（Computer 

Based Testing）の英語試験「CASEC」を提供しています。CASECの累計受験者数はこれまで160万人を超え、CBTの安定運

用でも非常に高い評価を得ています。 

また、教育測定技術の専門性を強みに、自社開発のテストに加えて次世代の学習アプリの提供など、教育に関する開発・分析・コン

サルティング・オペレーション等の多様なサービスを提供しており、国際機関や⾏政機関が⾏う学⼒調査を受託・実施しています。 

教育測定研究所（JIEM）ウェブサイト： http://www.jiem.co.jp 
 

 

＜本件の問い合わせ先＞ 

公益財団法人 日本英語検定協会 広報課 板津 敏 

TEL：03-3266-6840 FAX：03-3266-6570   E-mail: kouhou21@eiken.or.jp 


